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資料４

教員の資質能力の向上に関する調査の概要

調査の目的

教員の資質能力の向上の改善方策の検討に資するため、教員の養成・採用・研修全般
にわたる事項について、教育委員会及び大学の意識及び取組状況について調査する。

調査時点

平成２７年４月

全都道府県教育委員会（４７）、全指定都市教育委員会（２０）、全中核市教育委員会（４５）
教職課程（幼小中高特支）を持つ全大学
※回答大学数６３７大学

・国立： ７４ 小学校教員養成課程を有する大学：４９
幼稚園教員養成課程を有する（かつ、小学校教員養成課程は有しない）大学：１
中学校又は高等学校教員養成課程を有する（かつ、幼稚園及び小学校教員養成課程は有しない）大学：２４

・公立： ４５ 小学校教員養成課程を有する大学：４
幼稚園教員養成課程を有する（かつ、小学校教員養成課程は有しない）大学：８
中学校又は高等学校教員養成課程を有する（かつ、幼稚園及び小学校教員養成課程は有しない）大学：３３

・私立：５１８ 小学校教員養成課程を有する大学：１６０
幼稚園教員養成課程を有する（かつ、小学校教員養成課程は有しない）大学：１３５
中学校又は高等学校教員養成課程を有する（かつ、幼稚園及び小学校教員養成課程は有しない）大学：２２３

○計画的な教員育成の状況について ○教育委員会と大学との連携協力の状況について
○教員研修の充実等について ○教職課程における取組について
○教員免許制度について 等

調査の対象

主な調査事項
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１．計画的な教員育成の状況について ３～７

２．教育委員会と大学との連携協力の状況について
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１．計画的な教員育成の状況について
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到達目標、育成指標、教員スタンダード等の有効性

○教員の養成段階や現職段階における能力の到達目標、育成指標、
教員スタンダードなどを示すことは、教員の資質能力の向上のために
有効だと思いますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①有効だと思う, 
295件, 46%

②どちらかというと

有効だと思う, 279
件, 44%

③あまり有効

だと思わない, 
35件, 5%

④有効だとは思わ

ない, 4件, 1%
⑤分からない, 23

件, 4%

4

N=636N=112

①有効だと思

う, 69件, 62%

②どちらかとい

うと有効だと思

う, 41件, 36%

③あまり有効だ

と思わない, 1
件, 1%

④有効だとは

思わない, 0件, 
0%

⑤分からない, 
1件, 1%

到達目標、育成指標、教員スタンダード等の策定状況①

○教員の養成段階や現職段階における能力の到達目標、育成指標、
教員スタンダードなどを示していますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①示している, 282
件, 44%

②示していない, 
355件, 56%

5

N=637N=112

①示している, 65
件, 58%

②示していない, 47
件, 42%



到達目標、育成指標、教員スタンダード等の策定状況②

○作成している能力の到達目標、育成指標、教員スタンダードなどは、
どの段階のものを示していますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①教員の養成段階

のみならず、現職

段階も含めた生涯

を俯瞰したもの, 35
件, 12%

②教員の養成段階

のみ, 188件, 66%

③養成段階におけ

る年間計画のみ, 
45件, 16%

④その他, 18件, 6%

6
N=286N=64

①教員の養成段階

のみならず、現職

段階も含めた生涯

を俯瞰したもの, 10
件, 15%

②教員の現職研修

のみ, 46件, 72%

③研修年間計画の

み, 3件, 5%

④その他, 5件, 8%

到達目標、育成指標、教員スタンダード等の策定状況③

○能力の到達目標、育成指標、教員スタンダードなどの作成に当たっ
て、教育委員会の場合は大学と、大学の場合は教育委員会と相談、
意見交換、協議等の連携を行っていますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①連携している, 55
件, 20%

②連携していない, 
224件, 80%

7
N=279N=65

①連携している, 20
件, 31%

②連携していない, 
45件, 69%



２．教育委員会と大学との連携協力の状況について
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教育委員会と大学との連携の有効性

○教育委員会と大学が連携することは、教員の育成を効果的に行って
いくために有効だと思いますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①有効だと思

う, 354件, 56%

②どちらかと

いうと有効だ

と思う, 226件, 
35%

③あまり有効

だとは思わな

い, 30件, 5%

④有効だとは

思わない, 0
件, 0%

⑤分からない, 
27件, 4%

9
N=637N=112

①有効だと思う, 92件, 
82%

②どちらかというと有効

だと思う, 19件, 17%

③あまり有効だとは思

わない, 0件, 0%

④有効だと思わない, 0
件, 0%

⑤分からない, 1件, 1%



教育委員会と大学との連携の場の設置

○教育委員会の場合は大学と、大学の場合は教育委員会との間に、
教員育成に係る連携の場を設けていますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①設けている, 
357件, 56%

②設けていない, 
279件, 44%

①設けている, 83
件, 74%②設けていない, 

29件, 26%
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N=636N=112

教育委員会と大学との連携の場の具体的内容①

○教育委員会と大学との間に設置している連携の場の組織形態、大
学側の参加者、協議事項、開催頻度等について具体的にどうなってい
ますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【組織形態について】

55

126

222

その他

協定等には基づかない、協議や

意見交換を行う場

協定等に基づく連絡協議会等

0 50 100 150 200 250

※ 複数回答あり※ 複数回答あり
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N=357N=83

9

25

59

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

協定等には基づかない、協議や意見交

換を行う場

協定等に基づく連絡協議会等



教育委員会と大学との連携の場の具体的内容②

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【参加者について】

※ 複数回答あり

※ 複数回答あり

10

10

29

101

119

161

199

252

0 50 100 150 200 250 300

その他

PTA団体関係者

大学の所在地以外の都道府県教育委員会

他大学関係者

大学の所在地以外の市町村教育委員会

学校の校長、園長、教頭、教員など

大学の所在地の都道府県教育委員会

大学の所在地の市町村教育委員会
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N=357

N=83

7

0

1

3

8

17

20

37

79

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

教育委員会が所在する都道府県外の市町

村教育委員会

PTA団体関係者

他の都道府県教育委員会

教育委員会が所在する都道府県外の大学

校長会などその他関係機関

学校の校長、園長、教頭、教員など

教育委員会が所在する都道府県内の市町

村教育委員会

教育委員会が所在する都道府県内の大学

教育委員会と大学との連携の場の具体的内容③

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【参加者のレベルについて】

17

35

47

48

55

116

140

185

214

270

0 50 100 150 200 250 300

⑩その他の教職員

⑥事務局長

②副学長

⑦事務局次長・部長級職員

①学長

③学部長・研究科長級教員

⑧事務局課室長級職員

⑨事務担当者（⑥～⑧以外）

④教職センター長級教員

⑤教員（①～④以外）

※ 複数回答あり

※ 複数回答あり

13
N=357

N=83

2

2

2

36

38

40

70

74

0 20 40 60 80

その他の職員

教育委員

教育委員長

教育長

教育次長級職員

局長・部長級職員

事務担当者

課室長級職員



教育委員会と大学との連携の場の具体的内容④

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【協議事項について】

27

43

54

94

133

145

259

274

0 50 100 150 200 250 300

その他

教職大学院の運営について

教員育成に関する計画（到達目標、育成指標、教

員スタンダードなどを含む）の策定について

教員養成の具体的な内容（各科目のカリキュラム

など）について

現職教員の研修について

教員採用の方針や教員採用試験について

学校ボランティアや学校インターンシップについて

教育実習について

※ 複数回答あり※ 複数回答あり
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N=357N=83

15

19

26

37

37

38

43

58

0 10 20 30 40 50 60

その他

教員育成に関する計画（到達目標、育成指標、教

員スタンダードなどを含む）の策定について

教員採用の方針や教員採用試験について

教育実習について

教員養成の具体的な内容（各科目のカリキュラム

など）について

教職大学院の運営について

学校ボランティアや学校インターンシップについて

現職教員の研修について

教育委員会と大学との連携の場の具体的内容⑤

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【開催頻度について】

28

10

97

226

0 50 100 150 200 250

その他

月に１～２回程度

年に３回以上

年に１～２回程度

※ 複数回答あり
※ 複数回答あり
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N=357N=83

6

3

19

58

0 10 20 30 40 50 60

その他

月に１～２回程度

年に３回以上

年に１～２回程度



教育委員会と大学との連携の場の具体的内容⑥

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【下部組織について】

18

138

187

0 50 100 150 200

その他

協議事項のテーマ等の必要に応じて、

分科会、部会、委員会などの下部組織

において審議する体制を採っている

協議事項のテーマ等の必要に応じて、

分科会、部会、委員会などの下部組織

において審議する体制を採っていない
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N=357N=83

0

32

46

0 10 20 30 40 50

その他

協議事項のテーマ等の必要に応じて、

分科会、部会、委員会などの下部組織

において審議する体制を採っている

協議事項のテーマ等の必要に応じて、

分科会、部会、委員会などの下部組織

において審議する体制を採っていない

教育委員会と大学との連携組織の利点

○教育委員会と大学との間に、教員育成に係る連携組織を設ける利
点は何ですか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

6

96

161

190

282

296

0 50 100 150 200 250 300 350

その他

計画的な教員養成が進められる

教育委員会が必要とする人材を育成するこ

とができる

教員の資質向上に係る大学の取組につい

て関係者に周知することができる

教員育成に関し、関係者の考えを聴くこと

ができる

教育実習や学校ボランティアなどをスムー

ズに実施できる

※ 複数回答あり※ 複数回答あり

17
N=357N=83

5

36

41

44

53

61

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

計画的な教員養成が進められる

教育実習や学校ボランティアなどをスムーズ

に実施できる

教育委員会が必要とする人材を育成すること

ができる

教員の資質能力向上に係る教育委員会の取

組について関係者に周知することができる

教員育成に関し、関係者の考えを聞くことが

できる



３．教員研修の充実等について
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初任者研修の実施方式

○初任者研修について、どのような方式で実施していますか。

＜小学校教諭＞

19

N=111

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

①拠点校方式, 
22件, 20%

②拠点校方式

と自校方式の

併用, 84件, 
75%

③自校方式, 
3件, 3%

④その他, 2件, 
2%

①拠点校方式, 
24件, 21%

②拠点校方式

と自校方式の

併用, 82件, 
73%

③自校方式, 
4件, 4%

④その他, 2
件, 2%

①拠点校方

式, 0件, 0%

②拠点校方式

と自校方式の

併用, 6件, 7%

③自校方式, 66
件, 78%

④その他, 13
件, 15%

N=112 N=85



初任者への指導体制

○初任者研修中の初任者について、どのような体制で指導を受けてい
ますか。

＜小学校教諭＞

20

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=111 N=82

①初任者は原則

として学級担任を

持たず、学級副担

任等として指導教

員の指導を受け

る, 1件, 1%

②初任者は原則

として学級担任を

受け持ちながら、

指導教員の指導

を受ける, 84件, 
75%

③その他, 27件, 
24%

①初任者は原則とし

て学級担任を持た

ず、学級副担任等と

して指導教員の指

導を受ける, 12件, 
11%

②初任者は原則とし

て学級担任を受け

持ちながら、指導教

員の指導を受ける, 
51件, 46%

③その他, 48件, 43%

①初任者は原則として

学級担任を持たず、学

級副担任等として指導

教員の指導を受ける, 39
件, 48%

②初任者は原則として

学級担任を受け持ちな

がら、指導教員の指導を

受ける, 11件, 13%

③その他, 32件, 39%

初任者研修における課題

○初任者研修において特に課題だと思うものは何ですか。

＜小学校教諭＞

21
N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=112 N=85

8

20

24

33

35

37

42

46

60

0 20 40 60

その他

初任者研修の指導時間の不足

指導教員が適切に指導を行うため

の研修会や講習会等の実施

指導教員の育成に係るマニュアルや

プログラム等の整備

指導教員の定数が不足

初任者のスケジュール調整が困難

初任者の負担が大きい

指導教員としての役割を果たすこと

のできる能力のある人材の確保が

困難

代替非常勤講師の確保が困難
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20

24

32

36

37

43

51

59

0 20 40 60

その他

初任者研修の指導時間の不足

指導教員が適切に指導を行うため

の研修会や講習会等の実施

指導教員の育成に係るマニュアル

やプログラム等の整備

初任者のスケジュール調整が困難

指導教員の定数が不足

初任者の負担が大きい

指導教員としての役割を果たすこと

のできる能力のある人材の確保が

困難

代替非常勤講師の確保が困難

15

14

16

16

18

18

21

22

28

0 10 20 30

その他

初任者研修の指導時間の不足

初任者の負担が大きい

指導教員が適切に指導を行うため

の研修会や講習会等の実施

指導教員の育成に係るマニュアル

やプログラム等の整備

指導教員の定数が不足

初任者のスケジュール調整が困難

指導教員としての役割を果たすこと

のできる能力のある人材の確保が

困難

代替非常勤講師の確保が困難



初任者研修における自校方式と拠点校方式との比較

○初任者研修の実施方式として、自校方式と拠点校方式のどちらが
優れていると思いますか。

＜小学校教諭＞

22

N=92

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=90 N=72

①自校方式の方が

拠点校方式に比較

して優れている, 20
件, 22%

②変わらない, 46
件, 50%

③自校方式の方が

拠点校方式に比較

して劣っている, 26
件, 28%

①自校方式の方が

拠点校方式に比較

して優れている, 21
件, 23%

②変わらない, 45
件, 50%

③自校方式の方が

拠点校方式に比較

して劣っている, 24
件, 27%

①自校方式の方

が拠点校方式に

比較して優れてい

る, 41件, 58%

②変わらない, 27
件, 39%

③自校方式の方

が拠点校方式に

比較して劣ってい

る, 2件, 3%

自校方式への変更について

○初任者研修の実施体制を、原則として拠点校方式から自校方式に
変更することについて、どのように考えますか。

＜小学校教諭＞

23

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=110 N=73

①賛成, 17件, 15%

②条件付きで賛成, 
24件, 22%

③どちらともいえな

い, 35件, 31%

④反対, 36件, 32% ①賛成, 16件, 14%

②条件付きで賛成, 
22件, 20%

③どちらともいえな

い, 35件, 32%

④反対, 37件, 34% ①賛成, 36件, 49%

②条件付きで

賛成, 7件, 10%

③どちらともいえな

い, 26件, 36%

④反対, 4件, 5%



初任者が学級担任を持つことについて

○初任者研修中の初任者が学級担任を持つ場合と、担任を持たない
場合のどちらが優れていると思いますか。

＜小学校教諭＞

24

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=110 N=72

①担任を持つ方

法が担任を持た

ない方法に比較

して優れている, 
76件, 68%②変わらない, 

29件, 26%

③担任を持つ方

法が担任を持た

ない方法に比較

して劣っている, 
7件, 6%

①担任を持つ方法が

担任を持たない方法

に比較して優れてい

る, 51件, 47%

②変わらない, 40件, 
36%

③担任を持つ方法が

担任を持たない方法

に比較して劣ってい

る, 19件, 17%

①担任を持つ方法

が担任を持たない

方法に比較して優

れている, 15件, 
21%

②変わらない, 22
件, 30%

③担任を持つ方法

が担任を持たない

方法に比較して

劣っている, 35件, 
49%

初任者研修の校内研修の実施状況

○初任者研修の校内研修の実施状況について、お答えください。

＜小学校教諭＞

25

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=112 N=74

①年間１００時

間未満, 1件, 
1%

②年間１００時

間以上～２００

時間未満, 52
件, 46%

③年間２００時

間以上～３００

時間未満, 30
件, 27%

④年間３００時

間以上, 29件, 
26%

①年間１００時

間未満, 1件, 1%

②年間１００時

間以上～２００

時間未満, 52

件, 46%

③年間２００時

間以上～３００

時間未満, 30

件, 27%

④年間３００時

間以上, 29件, 

26%

①年間１００時

間未満, 1件, 
1%

②年間１００時

間以上～２００

時間未満, 39
件, 53%

③年間２００時

間以上～３００

時間未満, 16
件, 22%

④年間３００時

間以上, 18件, 
24%



初任者研修の校外研修の実施状況

○初任者研修の校外研修の実施状況について、お答えください。

＜小学校教諭＞

26

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=112 N=74

①年間１０日未

満, 3件, 3%

②年間１０日以

上～２０日未満, 

45件, 40%

③年間２０日以

上～３０日未満, 

63件, 56%

④年間３０日以

上, 1件, 1%
①年間１０日未

満, 3件, 3%

②年間１０日以

上～２０日未満, 

45件, 40%

③年間２０日以

上～３０日未満, 

63件, 56%

④年間３０日以

上, 1件, 1%
①年間１０日未

満, 1件, 1%

②年間１０日以

上～２０日未

満, 31件, 42%

③年間２０日以

上～３０日未

満, 42件, 57%

④年間３０日以

上, 0件, 0%

校内研修と校外研修の比重について

○初任者研修において校内研修と校外研修のどちらの比重をより高
めるべきだと思いますか。

＜小学校教諭＞

27

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=112 N=74

①校内研修の

比重をより高め

るべき, 25件, 

22%

②現在と同様

でよい, 85件, 

76%

③校外研修の

比重をより高め

るべき, 0件, 0%

④分からない, 

2件, 2%

①校内研修の

比重をより高め

るべき, 24件, 
21%

②現在と同様

でよい, 86件, 
77%

③校外研修の

比重をより高め

るべき, 0件, 0%

④分からない, 
2件, 2%

①校内研修の

比重をより高め

るべき, 9件, 
12%

②現在と同様

でよい, 59件, 
80%

③校外研修の

比重をより高め

るべき, 2件, 3%

④分からな

い, 4件, 5%



臨時的任用教員の研修の必要性

○臨時的任用の教員についても、その資質能力の向上のために、研
修を受講させる必要があると思いますか。

＜小学校教諭＞

28

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=112 N=78

①必要, 104
件, 93%

②どちらかと

いうと必要, 8
件, 7%

③あまり必要

ではない, 0件, 
0%
④不要, 0件, 
0%

⑤分からない, 
0件, 0%

①必要, 104
件, 93%

②どちらかと

いうと必要, 8
件, 7%

③あまり必要

ではない, 0件, 
0%
④不要, 0件, 
0%
⑤分からない, 
0件, 0%

①必要, 64件, 
82%

②どちらかと

いうと必要, 10
件, 13%

③あまり必要

ではない, 1件, 
1%

④不要, 0件

0%

⑤分からない, 
3件, 4%

臨時的任用教員に対する研修の実施状況

○臨時的任用の教員に対して、その資質能力の向上のための研修を
実施していますか。

＜小学校教諭＞

29

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=112 N=79

①実施している, 90
件, 80%

②実施していない

が、臨時的任用の教

員の希望があれば、

通常行っている現職

研修に参加させてい

る, 15件, 13%

③特段の研修は実施

しておらず、現職研

修に参加できるよう

な措置も講じていな

い, 3件, 3%
④その他, 4件, 4%

①実施している, 89
件, 79%

②実施していない

が、臨時的任用の教

員の希望があれば、

通常行っている現職

研修に参加させてい

る, 16件, 14%

③特段の研修は実施

しておらず、現職研

修に参加できるよう

な措置も講じていな

い, 3件, 3%
④その他, 4件, 4%

①実施している, 46件, 
58%

②実施していないが、臨

時的任用の教員の希望

があれば、通常行ってい

る現職研修に参加させて

いる, 19件, 24%

③特段の研修は実施し

ておらず、現職研修に参

加できるような措置も講

じていない, 7件, 9% ④その他, 7件, 9%



初任者研修以外の若手研修の実施状況

○初任者研修以外にも若手研修を実施していますか。

＜小学校教諭＞

30

N=112

＜中学校教諭＞ ＜高等学校教諭＞

N=112 N=85

88

72

22

45

50

0 20 40 60 80 100

①２年目研修を実施

②３年目研修を実施

③４年目研修を実施

④５年目研修を実施

⑤その他

85

70

22

46

48

0 20 40 60 80 100

①２年目研修を実施

②３年目研修を実施

③４年目研修を実施

④５年目研修を実施

⑤その他

55

44

11

26

32

0 10 20 30 40 50 60

①２年目研修を実施

②３年目研修を実施

③４年目研修を実施

④５年目研修を実施

⑤その他

※複数回答あり ※複数回答あり ※複数回答あり

十年経験者研修の課題

○十年経験者研修における課題は、何ですか。

31

N=112※複数回答あり

68

28

24

5

20

0 10 20 30 40 50 60 70 80

免許状更新講習と近い時期に同様の内容について研修

を実施しているため重複感がある

研修のための時間を確保することが困難である

経験年数一律の研修となっており、個々の教員の能力や

適性に応じた適切な時期に研修を実施できない

十年経験者研修の目的・狙いが不明確であったり、研修

プログラムが十分に整えられていない

その他



現職職員の研修に対する大学の協力の有効性

○現職教員の研修に大学が協力することは有効だと考えていますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①有効である, 
314件, 49%

②どちらかと

いうと有効で

ある, 245件, 
39%

③あまり有効

ではない, 12
件, 2%

④有効ではな

い, 0件, 0%

⑤分からない, 
64件, 10%

Ｎ＝635

①有効である, 86
件, 77%

②どちらかという

と有効である, 23
件, 20%

③あまり有効では

ない, 0件, 0%

④有効ではない, 
0件, 0%

⑤分からない, 3
件, 3%

Ｎ＝112

32

現職研修に対する大学の協力状況①

○現職研修について、大学が組織として協力していますか（協力を受
けていますか）。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

①協力している

266件

42%

②協力していな

い

369件
58%

Ｎ＝635

①協力を受けてい

る

100件
89%

②協力を受けてい

ない

12件
11%

Ｎ＝112

33



現職研修に対する大学の協力状況②

○協力の内容は、どのような研修に関する、どのようなものですか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【①初任者研修】

※ 複数回答あり N=266

1

5

5

5

68

免許状更新講習の活用

研修プログラムの企画・開発

大学の科目や講座の活用

その他の方法での協力

講師の派遣

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0

1

2

2

52

0 10 20 30 40 50 60

免許状更新講習の活用

その他の内容

研修プログラムの企画・開発

大学の科目や講座の活用

講師の派遣

※ 複数回答あり N=100

34

現職研修に対する大学の協力状況③

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【②十年経験者研修】

7

12

15

40

79

0 20 40 60 80 100

その他の方法での協力

大学の科目や講座の活用

研修プログラムの企画・開発

免許状更新講習の活用

講師の派遣

※ 複数回答あり N=266

0

2

5

13

62

0 10 20 30 40 50 60 70

その他の内容

免許状更新講習の活用

研修プログラムの企画・開発

大学の科目や講座の活用

講師の派遣

※ 複数回答あり N=100

35



現職研修に対する大学の協力状況④

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【③その他都道府県が主催する研修】

8

10

21

24

133

0 20 40 60 80 100 120 140

その他の方法での協力

大学の科目や講座の活用

免許状更新講習の活用

研修プログラムの企画・開発

講師の派遣

※ 複数回答あり N=266

0

3

5

7

42

0 10 20 30 40 50

その他の内容

免許状更新講習の活用

大学の科目や講座の活用

研修プログラムの企画・開発

講師の派遣

※ 複数回答あり N=100

36

現職研修に対する大学の協力状況⑤

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【④市町村教育委員会が主催する研修】

※ 複数回答あり N=266

5

6

6

22

157

0 50 100 150 200

その他の方法での協力

大学の科目や講座の活用

免許状更新講習の活用

研修プログラムの企画・開発

講師の派遣

※ 複数回答あり N=100

0

2

2

3

67

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他の内容

研修プログラムの企画・開発

大学の科目や講座の活用

免許状更新講習の活用

講師の派遣

37



現職研修に対する大学の協力状況⑥

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【⑤学校が主催する研修】

※ 複数回答あり N=266

3

8

15

16

141

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他の方法での協力

大学の科目や講座の活用

研修プログラムの企画・開発

免許状更新講習の活用

講師の派遣

0

0

0

2

55

0 10 20 30 40 50 60

研修プログラムの企画・開発

大学の科目や講座の活用

免許状更新講習の活用

その他の内容

講師の派遣

※ 複数回答あり N=100

38

現職研修に対する大学の協力状況⑦

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【⑥長期派遣研修】

※ 複数回答あり N=266

1

4

8

14

38

0 5 10 15 20 25 30 35 40

免許状更新講習の活用

研修プログラムの企画・開発

その他の方法での協力

講師の派遣

大学の科目や講座の活用

0

3

5

6

32

0 5 10 15 20 25 30 35

免許状更新講習の活用

その他の内容

研修プログラムの企画・開発

講師の派遣

大学の科目や講座の活用

※ 複数回答あり N=100

39



現職研修に対する大学の協力状況⑧

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【⑦研究会等が主催する研修】

※ 複数回答あり N=266

1

3

4

9

111

0 20 40 60 80 100 120

その他の方法での協力

免許状更新講習の活用

大学の科目や講座の活用

研修プログラムの企画・開発

講師の派遣

0

0

1

1

45

0 10 20 30 40 50

大学の科目や講座の活用

免許状更新講習の活用

研修プログラムの企画・開発

その他の内容

講師の派遣

※ 複数回答あり N=100

40

現職研修に対する大学の協力状況⑨

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

【⑧個人研修】

※ 複数回答あり N=266

4

5

19

24

26

0 5 10 15 20 25 30

研修プログラムの企画・開発

その他の方法での協力

講師の派遣

大学の科目や講座の活用

免許状更新講習の活用

0

0

3

4

4

0 1 2 3 4 5

研修プログラムの企画・開発

その他の内容

免許状更新講習の活用

大学の科目や講座の活用

講師の派遣

※ 複数回答あり N=100

41



現職教員の資質能力の高度化に関連する取組の実施状況

○現職教員の資質能力の高度化に関連する取組として、実施している
ものはどれになりますか。

＜教育委員会の回答＞ ＜大学の回答＞

※ 複数回答あり N=637

10

24

29

55

59

122

139

161

305

0 50 100 150 200 250 300 350

免許法認定通信教育の開設

履修証明制度の活用

免許法認定公開講座の開設

教育委員会の現職研修における大学

の教育プログラムの提供

その他

免許法認定講習の開設

大学院（教職大学院）における現職教

員の受け入れ

現職教員である卒業生等に対する研修

会等の開催

科目等履修制度の活用

0

6

6

18

42

50

85

0 20 40 60 80 100

大学の履修証明制度の活用

大学の科目等履修制度の活用

その他

現職研修における大学の教育プログラ

ムの活用

免許法認定講習の開設

大学が開講する免許法認定講習、免許

法認定公開講座、免許法認定通信教

育の受講の促進

大学院（教職大学院）への現職教員の

派遣

※ 複数回答あり N=112

42

４．教職課程における取組について

43



教員養成段階において身につけるべき力①

○大学における教員養成段階において、学生に身につけて欲しい力
は何ですか。

【幼稚園教諭について】

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

41

58

187

181

146

216

228

236

258

290

263

289

314

320

112

158

123

136

176

109

97

96

75

43

71

45

24

21

153

216

310

317

322

325

325

332

333

333

334

334

338

341

0 50 100 150 200 250 300

キャリア教育に関する指導力

ICTを活用した指導を行う力

学習成果や活動を適切に評価する力

領域横断的な視野で活動を展開する力

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

道徳性の芽生えに関する指導力

領域の専門的能力

学校安全に関する知識

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりする力

実践的指導力

発達障害など特別の支援を必要とする幼児に対する指導力

主体的・協同的な学びを実現するための指導力

教員としての心構え、熱意、識見

幼児理解力

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

※ 複数回答あり N=342
※ 複数回答あり N=112

20

18

38

48

49

68

69

57

65

75

89

69

71

88

47

50

47

43

44

25

24

37

29

20

6

27

25

8

68

69

86

92

94

94

94

95

95

96

96

97

97

97

0 50 100

ICTを活用した指導を行う力

キャリア教育に関する指導力

領域横断的な視野で活動を展開する力

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

学習成果や活動を適切に評価する力

領域の専門的能力

実践的指導力

道徳性の芽生えに関する指導力

学校安全に関する知識

発達障害など特別の支援を必要とする幼児に対する指導力

教員としての心構え、熱意、識見

主体的・協同的な学びを実現するための指導力

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりする力

幼児理解力

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

44

教員養成段階において身につけるべき力②

62

89

113

114

139

143

146

162

185

158

159

179

170

194

195

115

104

92

92

69

66

63

48

25

54

54

34

44

20

19

177

193

205

206

208

209

209

210

210

212

213

213

214

214

214

0 50 100 150 200

キャリア教育に関する指導力

英語に関する指導力

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

ICTを活用して授業を行う力

教科等横断的な視野で学習活動を展開する力

道徳に関する指導力

学校安全に関する知識

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりする力

実践的指導力

教科の専門的能力

学習成果や活動を適切に評価する力

生徒指導力

発達障害など特別の支援を必要とする児童に対する指導

教員としての心構え、熱意、識見

主体的・協働的な学びを実現するための指導力

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

※ 複数回答あり N=217

【小学校教諭について】

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

46

49

73

48

56

53

72

76

77

84

71

86

86

90

99

55

53

30

56

51

56

37

33

32

25

39

25

26

22

13

101

102

103

104

107

109

109

109

109

109

110

111

112

112

112

0 50 100

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

教科等横断的な視野で学習活動を展開する力

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりす…

キャリア教育に関する指導力

英語に関する指導力

ICTを活用して授業を行う力

学校安全に関する知識

実践的指導力

学習成果や活動を適切に評価する力

生徒指導力

道徳に関する指導力

教科の専門的能力

発達障害など特別の支援を必要とする児童に対する指導

主体的・協働的な学びを実現するための指導力

教員としての心構え、熱意、識見

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

※ 複数回答あり N=112 45



教員養成段階において身につけるべき力③

157

183

199

230

253

277

290

221

270

341

406

385

421

434

455

197

231

238

220

203

181

169

240

193

134

69

97

61

48

29

354

414

437

450

456

458

459

461

463

475

475

482

482

482

484

0 100 200 300 400 500

英語に関する指導力

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

キャリア教育に関する指導力

教科等横断的な視野で学習活動を展開する力

学校安全に関する知識

発達障害など特別の支援を必要とする生徒に対する指導力

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりする力

ICTを活用して授業を行う力

道徳に関する指導力

学習成果や活動を適切に評価する力

実践的指導力

生徒指導力

主体的・協働的な学びを実現するための指導力

教員としての心構え、熱意、識見

教科の専門的能力

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

【中学校教諭について】

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

44

51

52

72

61

72

54

79

83

69

85

82

94

100

100

44

48

49

30

46

35

54

30

26

41

25

30

18

12

12

88

99

101

102

107

107

108

109

109

110

110

112

112

112

112

0 50 100

英語に関する指導力

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

教科等横断的な視野で学習活動を展開する力

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりする力

キャリア教育に関する指導力

学校安全に関する知識

ICTを活用して授業を行う力

実践的指導力

学習成果や活動を適切に評価する力

道徳に関する指導力

生徒指導力

発達障害など特別の支援を必要とする児童に対する指導

主体的・協働的な学びを実現するための指導力

教科の専門的能力

教員としての心構え、熱意、識見

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

※ 複数回答あり N=487※ 複数回答あり N=112 46

教員養成段階において身につけるべき力④

160

184

217

275

237

257

248

232

352

399

348

418

428

460

206

231

217

175

214

194

204

228

116

70

123

59

49

20

366

415

434

450

451

451

452

460

468

469

471

477

477

480

0 100 200 300 400 500

英語に関する指導力

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

教科等横断的な視野で学習活動を展開する力

キャリア教育に関する指導力

学校安全に関する知識

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりする力

発達障害など特別の支援を必要とする生徒に対する指導力

ICTを活用して授業を行う力

生徒指導力

実践的指導力

学習成果や活動を適切に評価する力

主体的・協働的な学びを実現するための指導力

教員としての心構え、熱意、識見

教科の専門的能力

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

【高等学校教諭について】

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

34

33

37

44

51

37

46

61

44

56

51

69

75

78

34

43

39

36

30

45

36

21

39

27

34

16

10

7

68

76

76

80

81

82

82

82

83

83

85

85

85

85

0 50 100

英語に関する指導力

教科等横断的な視野で学習活動を展開する力

学校段階間の接続及び円滑な移行に対応できる力

学校安全に関する知識

家庭とのコミュニケーションを図ったり地域と連携したりする力

ICTを活用して授業を行う力

キャリア教育に関する指導力

学習成果や活動を適切に評価する力

発達障害など特別の支援を必要とする児童に対する指導

実践的指導力

生徒指導力

主体的・協働的な学びを実現するための指導力

教員としての心構え、熱意、識見

教科の専門的能力

特に身に付けてほしい どちらかというと身に付けてほしい

※ 複数回答あり N=482※ 複数回答あり N=85 47



教職課程における科目の開設状況①

○教職課程における科目の開設状況を教えてください。

【幼稚園教諭養成課程について】

26

134

192

182

262

124

241

313

15

13

23

18

16

48

30

6

76

100

89

74

47

110

43

14

214

86

30

62

11

51

20

3

050100150200250300350

⑧教育委員会と連携し、現職の教員が専修免許状を取得するに当たって必要な科

目を体系的に開設する

⑦学校ボランティア／学校インターンシップに関する科目を開設する

⑥学校安全に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの科目

の中で取り扱う

⑤キャリア教育に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの科

目の中で取り扱う

④発達障害など特別の支援を必要とする幼児に対する指導に関する科目を単独の

科目として開設する

③保育内容の指導法について扱う授業の中で、ICTの活用方法に関する内容を取り

扱う

②保育内容の指導法について扱う授業の中で、学習成果や活動の評価方法に関

する内容を取り扱う

①保育内容の指導法について扱う授業の中で、主体的・協同的な学びを実現する

ための内容を取り扱う

既に実施している 現在は実施していないが、今後実施する予定である

現在は実施していないが、今後実施したいと考えている 現在は実施しておらず、今後も実施する予定がない

N=336

48

教職課程における科目の開設状況②

【小学校教諭養成課程について】

41

135

168

116

139

157

137

183

196

12

7

12

20

19

12

36

11

3

66

51

27

57

41

34

35

18

14

92

19

5

18

14

10

5

0

0

050100150200250

⑨教育委員会と連携し、現職の教員が専修免許状を取得するに当たって必要な

科目を体系的に開設する

⑧学校ボランティア／学校インターンシップに関する科目を開設する

⑦英語に関する指導力向上のための科目を開設する

⑥学校安全に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの科目

の中で取り扱う

⑤キャリア教育に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの

科目の中で取り扱う

④発達障害など特別の支援を必要とする児童に対する指導に関する科目を単独

の科目として開設する

③各教科の指導法について扱う授業の中で、ICTの活用方法に関する内容を取り

扱う

②各教科の指導法について扱う授業の中で、学習成果や活動の評価方法に関す

る内容を取り扱う

①各教科の指導法について扱う授業の中で、主体的・協働的な学びを実現するた

めの内容を取り扱う

既に実施している 現在は実施していないが、今後実施する予定である

現在は実施していないが、今後実施したいと考えている 現在は実施しておらず、今後も実施する予定がない

N=213

49



教職課程における科目の開設状況③

【中学校教諭養成課程について】

40

150

161

201

281

164

261

377

398

19

22

21

30

34

28

69

39

29

135

172

117

145

99

164

121

59

53

286

137

180

104

65

123

30

7

2

050100150200250300350400450500

⑨教育委員会と連携し、現職の教員が専修免許状を取得するに当たって必要な科

目を体系的に開設する

⑧学校ボランティア／学校インターンシップに関する科目を開設する

⑦英語に関する指導力向上のための科目を開設する

⑥学校安全に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの科目

の中で取り扱う

⑤キャリア教育に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの科

目の中で取り扱う

④発達障害など特別の支援を必要とする生徒に対する指導に関する科目を単独

の科目として開設する

③各教科の指導法について扱う授業の中で、ICTの活用方法に関する内容を取り

扱う

②各教科の指導法について扱う授業の中で、学習成果や活動の評価方法に関す

る内容を取り扱う

①各教科の指導法について扱う授業の中で、主体的・協働的な学びを実現するた

めの内容を取り扱う

既に実施している 現在は実施していないが、今後実施する予定である

現在は実施していないが、今後実施したいと考えている 現在は実施しておらず、今後も実施する予定がない

N=482

50

教職課程における科目の開設状況④

【高等学校教諭養成課程について】

40

136

146

197

280

154

264

379

399

19

27

21

30

35

31

67

33

24

138

173

120

144

93

170

116

55

48

272

136

183

100

62

115

25

6

2

050100150200250300350400450500

⑨教育委員会と連携し、現職の教員が専修免許状を取得するに当たって必要な科

目を体系的に開設する

⑧学校ボランティア／学校インターンシップに関する科目を開設する

⑦英語に関する指導力向上のための科目を開設する

⑥学校安全に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの科目

の中で取り扱う

⑤キャリア教育に関する内容について、単独の科目として開設するか、何らかの科

目の中で取り扱う

④発達障害など特別の支援を必要とする生徒に対する指導に関する科目を単独の

科目として開設する

③各教科の指導法について扱う授業の中で、ICTの活用方法に関する内容を取り扱

う

②各教科の指導法について扱う授業の中で、学習成果や活動の評価方法に関す

る内容を取り扱う

①各教科の指導法について扱う授業の中で、主体的・協働的な学びを実現するた

めの内容を取り扱う

既に実施している 現在は実施していないが、今後実施する予定である

現在は実施していないが、今後実施したいと考えている 現在は実施しておらず、今後も実施する予定がない

N=473

51



実践力や現場感覚を養うための取組

○教職課程において、実践力や現場感
覚を養うために工夫をしていることを教え
てください。

＜大学の回答＞

62

139

342

165

240

139

224

60

0 50 100 150 200 250 300 350 400

①学校ボランティア／学校インターンシップを必修科

目とする

②学校ボランティア／学校インターンシップを教職課

程の科目（選択科目）とする

③単位化はしていないが、学生の学校ボランティア／

学校インターンシップを促進する

④介護等体験を教職課程の科目とする

⑤学生の定期的な学校訪問を促進する

⑥学生が定期的に学校関係者と意見交換できる場を

設ける

⑦教師塾など教育委員会が実施する活動への学生

の参加を促進する

⑧その他

○大学の教職課程において、実践力や
現場感覚を養うために、大学において実
施してほしい取組は何ですか。

＜教育委員会の回答＞

○何単位の科目として設定していますか。
1

5
67
68

21

0 20 40 60 80

５単位以上

３～４単位

２単位

１単位

その他

※ 複数回答あり N=637※ 複数回答あり
N=93(幼), 112(小中), 87(高)

29
36
35

22

24
35
34

25

43
54
52

43

22
32
30

15

14
20
22

15

16
25
25

15

26
39
40

27

42
49
50

36

38
46

45
28

38
38
41

33

35
44
38

30

36
52

48
36

55
75
75

49

66
84
84

61

81
100
97

71

60
70
71

48

49
64

60
45

52
77

73
51

0 20 40 60 80 100

幼稚園教諭
小学校教諭
中学校教諭

高等学校教諭

幼稚園教諭
小学校教諭
中学校教諭

高等学校教諭

幼稚園教諭
小学校教諭
中学校教諭

高等学校教諭

幼稚園教諭
小学校教諭
中学校教諭

高等学校教諭

幼稚園教諭
小学校教諭
中学校教諭

高等学校教諭

幼稚園教諭
小学校教諭
中学校教諭

高等学校教諭

１ 特に実施してほしい ２ どちらかというと実施してほしい 52

学校ボランティア／学校インターンシップの開設状況

○「学校ボランティア／学校インターンシップに関する科目」を開設している（又は開
設する予定）と答えた大学について、どの程度開設していますか（又は開設する予定
ですか）。

【幼稚園教諭養成課程について】

【高等学校教諭養成課程について】

【小学校教諭養成課程について】

【中学校教諭養成課程について】

4

5

27

8

18

82

8

0 20 40 60 80 100

必修科目として５単位以上開設

必修科目として３～４単位開設

必修科目として１～２単位開設

選択科目として５単位以上開設

選択科目として３～４単位開設

選択科目として１～２単位開設

その他

1

7

28

11

25

67

7

0 20 40 60 80

必修科目として５単位以上開設

必修科目として３～４単位開設

必修科目として１～２単位開設

選択科目として５単位以上開設

選択科目として３～４単位開設

選択科目として１～２単位開設

その他

2

8

18

10

27

72

16

0 20 40 60 80

必修科目として５単位以上開設

必修科目として３～４単位開設

必修科目として１～２単位開設

選択科目として５単位以上開設

選択科目として３～４単位開設

選択科目として１～２単位開設

その他

2

6

17

7

27

67

19

0 20 40 60 80

必修科目として５単位以上開設

必修科目として３～４単位開設

必修科目として１～２単位開設

選択科目として５単位以上開設

選択科目として３～４単位開設

選択科目として１～２単位開設

その他

N=147

※ 複数回答あり

N=142

N=163N=172
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学校ボランティア／学校インターンシップの有効性①

○学校ボランティア／学校インターンシップの取組の有効性について、どのよ
うに考えていますか。

＜教育委員会の回答＞

【幼稚園教諭】 N=96 【小学校教諭】 N=112

【中学校教諭】 N=112 【高等学校教諭】 N=86

①有効で

ある, 79件, 
70%

②どちらか

というと有

効である, 
32件, 29%

③あまり有

効ではな

い, 1件, 1%

④有効で

はない, 0
件, 0%

⑤むしろ実

施すること

で問題が

生じる, 0
件, 0%

①有効であ

る, 57件, 
66%

②どちらか

というと有効

である, 25
件, 29%

③あまり有

効ではない, 
1件, 1%

④有効では

ない, 2件, 
3%

⑤むしろ実

施すること

で問題が生

じる, 1件, 
1%

①有効である, 
64件, 67%

②どちらかとい

うと有効であ

る, 31件, 32%

③あまり有効

ではない, 1件, 
1%

④有効ではな

い, 0件, 0%

⑤むしろ実施

することで問題

が生じる, 0件, 
0%

①有効であ

る, 82件, 
73%

②どちらかと

いうと有効で

ある, 30件, 
27%

③あまり有

効ではない, 
0件, 0%

④有効では

ない, 0件, 
0%

⑤むしろ実

施することで

問題が生じ

る, 0件, 0%
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学校ボランティア／学校インターンシップの有効性②
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＜大学の回答＞

【小学校教諭養成課程を有する大学】 N=209 【小学校教諭養成課程を有さず、

幼稚園教諭養成課程を有する大学】 N=141

【幼稚園及び小学校教諭養成課程を有さず、

中学校又は高等学校教諭養成課程を有する大学】 N=276

①有効であ

る, 160件, 
77%

②どちらかと

いうと有効で

ある, 49件, 
23%

③あまり有効

ではない , 0
件, 0%
④ 有 効 で は

ない, 0件, 0%

⑤むしろ実施

することで問

題が生じる, 0
件, 0%

①有効であ

る, 63件, 45%
②どちらかと

いうと有効で

ある, 69件, 
49%

③あまり有効

ではない, 5
件, 3%

④有効では

ない, 1件, 1%
⑤むしろ実施

することで問

題が生じる, 3
件, 2%

①有効であ

る, 143件, 
52%

②どちらかと

いうと有効で

ある, 121件, 
44%

③あまり有効

ではない, 9
件, 3%

④有効では

ない, 1件, 0%
⑤むしろ実施

することで問

題が生じる, 2
件, 1%



学校ボランティア／学校インターンシップの必修化について①

○学校ボランティア／学校インターンシップを教職課程において必修化することにつ
いてどのように考えていますか。

＜教育委員会の回答＞

【幼稚園教諭】 N=97 【小学校教諭】 N=112

【中学校教諭】 N=112 【高等学校教諭】 N=86

①賛成で

ある, 59件, 
53%

②条件付

きで賛成で

ある, 50件, 
44%

③反対で

ある, 3件, 
3%

①賛成で

ある, 60件, 
53%

②条件付

きで賛成で

ある, 49件, 
44%

③反対で

ある, 3件, 
3%

①賛成で

ある, 36件, 
42%

②条件付

きで賛成で

ある, 43件, 
50%

③反対で

ある, 7件, 
8%

①賛成で

ある, 47件, 
49%

②条件付

きで賛成で

ある, 46件, 
47%

③反対で

ある, 4件, 
4%

56

5757

＜大学の回答＞

【小学校教諭養成課程を有する大学】 N=210 【小学校教諭養成課程を有さず、

幼稚園教諭養成課程を有する大学】 N=141

【幼稚園及び小学校教諭養成課程を有さず、

中学校又は高等学校教諭養成課程を有する大学】 N=275

①賛成であ

る, 70

②条件付き

で賛成であ

る, 92

③反対であ

る, 48
①賛成であ

る, 40

②条件付き

で賛成であ

る, 49

③反対であ

る, 52

①賛成であ

る, 55

②条件付き

で賛成であ

る, 104

③反対であ

る, 116

学校ボランティア／学校インターンシップの必修化について②



学校ボランティア／学校インターンシップ必修化の単位数について

○学校ボランティア／学校インターンシップを教職課程において必修化することに
「賛成である」「条件付きで賛成である」とした大学について、具体的に何単位程度で
あれば必修化することが可能だと考えていますか。

【幼稚園教諭養成課程について】

【高等学校教諭養成課程について】

【小学校教諭養成課程について】

【中学校教諭養成課程について】

0

1

21

198

14

0 50 100 150 200 250

１１単位以上でも可能

７～１０単位程度であれば可能

３～６単位程度であれば可能

１～２単位程度であれば可能

その他

0

1

25

129

8

0 20 40 60 80 100 120 140

１１単位以上でも可能

７～１０単位程度であれば可能

３～６単位程度であれば可能

１～２単位程度であれば可能

その他

1

3

29

246

27

0 50 100 150 200 250 300

１１単位以上でも可能

７～１０単位程度であれば可能

３～６単位程度であれば可能

１～２単位程度であれば可能

その他

1

1

27

240

29

0 50 100 150 200 250 300

１１単位以上でも可能

７～１０単位程度であれば可能

３～６単位程度であれば可能

１～２単位程度であれば可能

その他

N=234 N=163

N=306 N=298
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○学校ボランティア／学校インターンシップを教職課程において必修化するとした場
合、現状に照らし、更にどのような環境整備が必要になると考えていますか。

＜教育委員会の回答＞

【幼稚園】 【小学校】

89

102

82

78

88

96

61

72

19

10

23

22

23

16

41

32

108

112

105

100

111

112

102

104

0 50 100

①教育委員会と大学との連携体制の構築

②学生の受け入れ先の学校の確保

③学校側の受け入れニーズの収集や学生の希望の

マッチングシステムの構築

④教育委員会や学校と大学との連絡窓口となる組織

の整備

⑤学生の活動が学校に負担にならない実施方法の整

備

⑥大学において、事前事後の指導をしっかり行うこと

⑦ボランティア／インターン活動のための学生の旅費

や保険加入への援助

⑧事務的な調整を行うスタッフの確保

１ 必要である ２ どちらかというと必要である

71

87

67

70

78

83

53

62

19

8

20

16

17

12

33

26

90

95

87

86

95

95

86

88

0 50 100

①教育委員会と大学との連携体制の構築

②学生の受け入れ先の学校の確保

③学校側の受け入れニーズの収集や学生の希望の

マッチングシステムの構築

④教育委員会や学校と大学との連絡窓口となる組織

の整備

⑤学生の活動が学校に負担にならない実施方法の整

備

⑥大学において、事前事後の指導をしっかり行うこと

⑦ボランティア／インターン活動のための学生の旅費

や保険加入への援助

⑧事務的な調整を行うスタッフの確保

１ 必要である ２ どちらかというと必要である

N=95 N=112
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学校ボランティア／学校インターンシップ必修化のための環境整備について①



＜教育委員会の回答＞

【高等学校】【中学校】

89

103

81

78

89

95

62

73

19

9

24

23

22

16

39

32

108

112

105

101

111

111

101

105

0 50 100

①教育委員会と大学との連携体制の構築

②学生の受け入れ先の学校の確保

③学校側の受け入れニーズの収集や学生の希望の

マッチングシステムの構築

④教育委員会や学校と大学との連絡窓口となる組織

の整備

⑤学生の活動が学校に負担にならない実施方法の

整備

⑥大学において、事前事後の指導をしっかり行うこと

⑦ボランティア／インターン活動のための学生の旅費

や保険加入への援助

⑧事務的な調整を行うスタッフの確保

１ 必要である ２ どちらかというと必要である

70

80

63

64

74

77

44

56

12

6

17

14

12

8

31

26

82

86

80

78

86

85

75

82

0 50 100

①教育委員会と大学との連携体制の構築

②学生の受け入れ先の学校の確保

③学校側の受け入れニーズの収集や学生の希望の

マッチングシステムの構築

④教育委員会や学校と大学との連絡窓口となる組織

の整備

⑤学生の活動が学校に負担にならない実施方法の整

備

⑥大学において、事前事後の指導をしっかり行うこと

⑦ボランティア／インターン活動のための学生の旅費

や保険加入への援助

⑧事務的な調整を行うスタッフの確保

１ 必要である ２ どちらかというと必要である

N=112 N=87
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学校ボランティア／学校インターンシップ必修化のための環境整備について②

＜大学の回答＞

486

437

457

549

443

459

403

390

404

73

105

114

45

144

101

145

169

124

559

542

571

594

587

560

548

559

528

0 100 200 300 400 500 600

①具体的なプログラムの策定

②担当する大学教員の確保

③事務的な調整を行う大学のスタッフの確保

④訪問先の学校の確保

⑤関係者間における情報の共有

⑥教育委員会や学校との連携協力体制の構築

⑦大学と教育委員会や学校との連絡窓口となる組

織の整備

⑧学生の希望と学校側の受け入れニーズのマッチン

グシステムの構築

⑨ボランティア／インターン活動のための学生の旅

費や保険加入への援助

必要であると考える どちらかというと必要であると考える ※ 複数回答あり

N=611
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学校ボランティア／学校インターンシップ必修化のための環境整備について③



学校ボランティア／学校インターンシップの受入状況①

○学校ボランティア／学校インターンシップについて、年間どの程度学生を受け入れ
ていますか。

【幼稚園】

①年間人数
（程度）

②一人あたり
平均日数（約）

③一人当たり平均合
計時間数（約）

Ａ県教育委員会 30

Ｂ県教育委員会 0 0 0

ａ市教育委員会 0 0

ｂ市教育委員会 3 30 90

ｃ市教育委員会 5 26

ｄ市教育委員会 0 0 0

ｅ市教育委員会 100 14

ｆ市教育委員会 30 20 8

ｇ市教育委員会 247

h市教育委員会 65 22

ｉ市教育委員会 8 15

ア市教育委員会 10

イ市教育委員会 60 10 70

ウ市教育委員会 0

エ市教育委員会 5

オ市教育委員会 9

カ市教育委員会 10 30 6

キ市教育委員会 15 9

ク市教育委員会 40

ケ市教育委員会 2 15 105

コ市教育委員会 8 15 45

サ市教育委員会 500 2.5 5

62
※ Ａ、Ｂ、Ｃ…都道府県 ／ ａ、ｂ、ｃ…指定都市 ／ ア、イ、ウ…中核市

学校ボランティア／学校インターンシップの受入状況②

【小学校】

①年間人数
（程度）

②一人あたり
平均日数（約）

③一人当たり平均
合計時間数（約）

Ａ県教育委員会 50 3 9

Ｂ県教育委員会 3

Ｃ県教育委員会 30

Ｄ県教育委員会 200 15以上 45以上

Ｅ県教育委員会 130 8

Ｆ県教育委員会 200 10

Ｇ県教育委員会 404

Ｈ県教育委員会 25 5 40

Ｉ県教育委員会 0 0 0

ａ市教育委員会 200 20 50

ｂ市教育委員会 470

ｃ市教育委員会 120 30 90

ｄ市教育委員会 1 30

ｅ市教育委員会 3 30 150

ｆ市教育委員会 2897 4

ｇ市教育委員会 108 18

ｈ市教育委員会 133

ｉ市教育委員会 250 30 60

ｊ市教育委員会 1300 14

ｋ市教育委員会 130 20 8

ｌ市教育委員会 529 15 6

ｍ市教育委員会 801 9 40

ｎ市教育委員会 167 22

ｏ市教育委員会 20 15

①年間人数
（程度）

②一人あたり
平均日数（約）

③一人当たり平均
合計時間数（約）

ア市教育委員会 80 3 4

イ市教育委員会 0

ウ市教育委員会 90 3 7

エ市教育委員会 100 30 30

オ市教育委員会 3 50 150

カ市教育委員会 1 35 8

キ市教育委員会 20

ク市教育委員会 85 20 100

ケ市教育委員会 10 30 120

コ市教育委員会 48

サ市教育委員会 100 30

シ市教育委員会 156

ス市教育委員会 125

セ市教育委員会 40 40 80

ソ市教育委員会 45

タ市教育委員会 160

チ市教育委員会 170 30 120

ツ市教育委員会 105 10

テ市教育委員会 40

ト市教育委員会 30 13 40

ナ市教育委員会 190

ニ市教育委員会 55

ヌ市教育委員会 54 15 45

63
※ Ａ、Ｂ、Ｃ…都道府県 ／ ａ、ｂ、ｃ…指定都市 ／ ア、イ、ウ…中核市



学校ボランティア／学校インターンシップの受入状況③

【中学校】

①年間人数
（程度）

②一人あたり
平均日数（約）

③一人当たり平均
合計時間数（約）

Ａ県教育委員会 50 3 9

Ｂ県教育委員会 3

Ｃ県教育委員会 30

Ｄ県教育委員会 20 8

Ｅ県教育委員会 100 10

Ｆ県教育委員会 225

Ｇ県教育委員会 16 5 40

Ｈ県教育委員会 0 0 0

ａ市教育委員会 50 20 50

ｂ市教育委員会 100

ｃ市教育委員会 40 30 90

ｄ市教育委員会 1 30

ｅ市教育委員会 2 60 300

ｆ市教育委員会 535 4

ｇ市教育委員会 47 20

ｈ市教育委員会 97

ｉ市教育委員会 120 30 60

ｊ市教育委員会 400 14

ｋ市教育委員会 40 20 8

ｌ市教育委員会 125 18 6

ｍ市教育委員会 237 9 40

ｎ市教育委員会 50 23

ｏ市教育委員会 10 15

①年間人数
（程度）

②一人あたり
平均日数（約）

③一人当たり平均
合計時間数（約）

ア市教育委員会 80 3 4

イ市教育委員会 0

ウ市教育委員会 70 3 7

エ市教育委員会 50 20 20

オ市教育委員会 1 30 120

カ市教育委員会 1 35 8

キ市教育委員会 20

ク市教育委員会 10 30 120

ケ市教育委員会 5

コ市教育委員会 40 30

サ市教育委員会 77

シ市教育委員会 130

ス市教育委員会 130 40 80

セ市教育委員会 10

ソ市教育委員会 45

タ市教育委員会 70 30 120

チ市教育委員会 60 8

ツ市教育委員会 20

テ市教育委員会 0

ト市教育委員会 60

ナ市教育委員会 20

ニ市教育委員会 10 15 45
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※ Ａ、Ｂ、Ｃ…都道府県 ／ ａ、ｂ、ｃ…指定都市 ／ ア、イ、ウ…中核市

学校ボランティア／学校インターンシップの受入状況④

【高等学校】

①年間人数
（程度）

②一人あたり
平均日数（約）

③一人当たり平均
合計時間数（約）

Ａ県教育委員会 20 10 80

Ｂ県教育委員会 30

Ｃ県教育委員会 30

Ｄ県教育委員会 73 23 92

Ｅ県教育委員会 0

Ｆ県教育委員会 10 10

Ｇ県教育委員会 97

Ｈ県教育委員会 10以上

Ｉ県教育委員会 10

Ｊ県教育委員会 0 0 0

ａ市教育委員会 10

ｂ市教育委員会 1 70 140

ｃ市教育委員会 0 0 0

ｄ市教育委員会 100 14

ｅ市教育委員会 5 20 8

ｆ市教育委員会 0

ｇ市教育委員会 5 15

ア市教育委員会 0

イ市教育委員会 20

ウ市教育委員会 2

エ市教育委員会 0

オ市教育委員会 0 0 0

カ市教育委員会 1 16

キ市教育委員会 0

ク市教育委員会 5 5 7

ケ市教育委員会 18 2 16

65
※ Ａ、Ｂ、Ｃ…都道府県 ／ ａ、ｂ、ｃ…指定都市 ／ ア、イ、ウ…中核市



学校ボランティア／学校インターンシップの受入可能数

○現在受け入れている教育実習生と同じ数の学生を、学校ボランティア／学校イン
ターンシップとして受け入れると仮定した場合、どの程度であれば学生の受け入れが
可能だと考えますか。

【幼稚園】

【高等学校】

【小学校】

【中学校】

①年間１８０時

間以上でも可

能, 22件, 23%

②年間１８０時

間程度までで

あれば可能, 
12件, 13%

③年間１２０時

間程度までで

あれば可能, 
24件, 26%

④年間６０時間

程度までであ

れば可能, 29
件, 31%

⑤不可能, 7件, 
7%

①年間１８０時

間以上でも可

能, 21件, 22%

②年間１８０時

間程度までで

あれば可能, 11
件, 12%

③年間１２０時

間程度までで

あれば可能, 27
件, 29%

④年間６０時間

程度までであ

れば可能, 28
件, 30%

⑤不可能, 7件, 
7%

①年間１８０時

間以上でも可

能, 9件, 14%

②年間１８０時

間程度までで

あれば可能, 3
件, 4%

③年間１２０時

間程度までで

あれば可能, 
20件, 30%

④年間６０時間

程度までであ

れば可能, 25
件, 38%

⑤不可能, 9件, 
14%

①年間１８０時

間以上でも可

能, 11件, 14%

②年間１８０時

間程度までで

あれば可能, 6
件, 8%

③年間１２０時

間程度までで

あれば可能, 
19件, 24%

④年間６０時間

程度までであ

れば可能, 31
件, 40%

⑤不可能, 11
件, 14%

N=78 N=94

N=94 N=66
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教職課程の質保証・質向上のための取組の必要性

○教職課程の質保証・質向上のための取組は必要と考えていますか。

＜大学の回答＞

①必要だと思う, 470
件, 74%

②どちらかというと必

要だと思う, 147件, 
23%

③あまり必要だとは

思わない, 7件, 1%

④必要だとは思わな

い, 0件, 0% ⑤分からない, 12件, 
2%

N=636

67



教職課程の質保証・質向上のための具体的な取組

○教職課程の質保証・質向上のために
有効だと思う取組は何ですか。

＜大学の回答＞

305

277

227

90

159

418

208

222

105

54

99

54

67

46

47

54

160

195

242

217

242

94

230

228

56

101

59

266

159

70

141

123

0 100 200 300 400 500 600

⑧教職課程の学生が修得すべき知識・

能力の到達目標を設定すること

⑦教育委員会との連携を図ること

⑥教科に関する科目と教職に関する科

目との連携を図ること

⑤教職課程について、第三者評価の実

施とその結果の公表

④教職課程について、自己評価の実施

とその結果の公表

③全学的に教職課程を統括する組織の

設置

②教科に関する科目を担当する教員を

対象としたFDの実施

①教職に関する科目を担当する教員を

対象としたFDの実施

既に実施している

現在は実施していないが、今後実施する予定である

現在は実施していないが、今後実施したいと考えている

現在は実施しておらず、今後も実施する予定がない

297

221

332

91

102

52

401

309

328

254

274

216

249

271

138

150

208

199

551

495

548

340

373

190

551

517

527

0 100 200 300 400 500 600

⑨教職課程の学生が修得すべき知

識・能力の到達目標を設定すること

⑧教育委員会との連携を図ること

⑦教科に関する科目と教職に関する

科目との連携を図ること

⑥教職課程について、第三者評価の

実施とその結果の公表

⑤教職課程について、自己評価の実

施とその結果の公表

④教職課程の認定について、現在半

永久的である効力を更新制にすること

③全学的に教職課程を統括する組織

の設置

②教科に関する科目を担当する教員

を対象としたFDの実施

①教職に関する科目を担当する教員

を対象としたFDの実施

有効であると考える どちらかというと有効であると考える

○教職課程における実施状況を教えて
ください。

※ 複数回答ありN=636
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５．教員免許制度について

69



教職課程の区分について

○現行の法令で定める「教科に関する科目」「教職に関する科目」「教
科又は教職に関する科目」という教職課程の区分についてどのように
考えますか。

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

①適正である, 
194件, 31%

②どちらかという

と適正である, 
348件, 55%

③あまり適正で

はない, 47件, 7%
④適正でない, 

10件, 2%
⑤分からない, 31

件, 5%

70

①適正である, 43
件, 39%

②どちらかというと

適正である, 39件, 
35%

③あまり適正では

ない, 2件, 2%

④適正でない, 0件, 
0%

⑤分からない, 27
件, 24%

N=110 N=630

「教科又は教職に関する科目」について

○現行の法令で定める「教科又は教職に関する科目」という教職課程
の区分の必要性についてどのように考えますか。

＜大学の回答＞

①必要である, 151
件, 24%

②どちらかというと

必要である, 207件, 
33%

③あまり必要では

ない, 190件, 30%

④必要でない, 60
件, 10%

⑤分からない, 
21件, 3%

71
N=629



教職課程の科目の構成や内容について

○現行の法令で定める教職課程の科目の構成や内容についてどのよ
うに考えますか。

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

①適正である, 167
件, 26%

②どちらかというと

適正である, 371件, 
59%

③あまり適正ではな

い, 55件, 9%

④適正でない, 
12件, 2%

⑤分からない, 25件, 
4%
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①適正である, 37件, 
34%

②どちらかというと適

正である, 39件, 35%

③あまり適正で

はない, 4件, 4%

④適正でな

い, 0件, 0%

⑤分からない, 30件, 
27%

N=110 N=630

教員免許状授与に必要な最低単位数について①

○現行の法令で定める教員免許状授与に必要な最低単位数について
どのように考えていますか。

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

【幼稚園教諭免許状について】

➀多いと考える, 28
件, 8%

➁適正であると考え

る, 283件, 85%

➂少ないと考え

る, 22件, 7%

73
N=101

①多いと考える, 0件, 
0%

②適正であると考え

る, 69件, 68%

③少ないと考え

る, 2件, 2%

④分からない, 30件, 
30%

N=333



教員免許状授与に必要な最低単位数について②

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

【小学校教諭免許状について】

➀多いと考える, 25
件, 12%

➁適正であると考

える, 161件, 75%

➂少ないと考える, 
27件, 13%

74

①多いと考える, 1件, 
1%

②適正であると考え

る, 77件, 70%

③少ないと考える, 3
件, 3%

④分からない, 28件, 
26%

N=109 N=213

教員免許状授与に必要な最低単位数について③

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

【中学校教諭免許状について】

➀多いと考える, 45
件, 10%

➁適正であると考え

る, 380件, 80%

➂少ないと考える, 
48件, 10%

75

①多いと考える, 
1件, 1%

②適正であると考え

る, 77件, 70%

③少ないと考える, 3
件, 3%

④分からない, 28件, 
26%

N=109 N=473



教員免許状授与に必要な最低単位数について④

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

【高等学校教諭免許状について】

➀多いと考える, 42
件, 9%

➁適正であると考え

る, 369件, 79%

➂少ないと考える, 
54件, 12%

76

①多いと考える, 
1件, 1%

②適正であると考え

る, 63件, 64%

③少ないと考える, 4
件, 4%

④分からない, 30件, 
31%

N=98 N=465

教員免許状授与に必要な最低単位数について⑤

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

【特別支援学校教諭免許状について】

➀多いと考える, 16
件, 13%

➁適正であると考え

る, 98件, 77%

➂少ないと考える, 
13件, 10%

77

①多いと考える, 
1件, 1%

②適正であると考え

る, 60件, 61%

③少ないと考える, 4
件, 4%

④分からない, 33件, 
34%

N=98 N=127



教員免許状制度について

○現行の教員免許制度についてどのように考えますか。

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

①現行のままで良

い, 368件, 59%

②改善すべきであ

る, 181件, 29%

③分からない, 76
件, 12%

78

①現行のままで良

い, 63件, 57%

②改善すべきであ

る, 33件, 30%

③分からない, 14
件, 13%

N=110 N=625

特別免許状制度について

○現行の特別免許状の制度についてどのように考えますか。

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

①現行のままで良

い, 333件, 54%

②改善すべきであ

る, 72件, 11%

③分からない, 216
件, 35%

79

①現行のままで良

い, 69件, 63%②改善すべきであ

る, 15件, 13%

③分からない, 26
件, 24%

N=110 N=621



特別免許状制度の改善点

○現行の特別免許状の制度改善すべきであると考える場合、どのよう
に改善すべきだと思いますか。

＜大学の回答＞＜教育委員会の回答＞

80

6

1

2

8

0 2 4 6 8 10

その他

授与基準を弾力化する

授与対象を拡大する

授与手続きを簡素化する

N=15

32

16

18

32

その他

授与手続きを簡素化する

授与基準を弾力化する

授与対象を拡大する

0 10 20 30 40

N=72※ 複数回答あり ※ 複数回答あり
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